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（注）見通しに関する注意事項
本説明会・資料における当社グループの今後の計画・見通し・戦略等、将来に関する
記載は、当社が現時点において把握可能な情報をもとに判断したものであり、
これらは様々なリスクや不確実性が内在しております。
従って、経営環境の変化、未知のリスクの顕在化、およびその他様々な要因により、
実際の業績等の結果は大きく異なる可能性があることをご承知おき下さい。
なお、表示の数値は、億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値・
増減額が一致しない場合があります。

2019年11月7日
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１. 2020年３月期第2四半期 決算概要
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１－１．2020年3月期第2四半期 決算概要（Ｐ／Ｌ）

✔ 減収減益
✔ 四半期利益(親会社所有者帰属）の進捗率は４６％と改善傾向

（単位：億円） 19/3期
2Q実績

20/3期
2Q実績 前期対比

収益 3,575 3,570 △ 5

売上総利益 541 550 + 8

営業活動に係る利益 155 147 △ 8

金融収支・費用 △ 7 △ 9 △ 2

持分法による投資損益 1 4 + 4

税引前利益 148 142 △ 6

親会社の所有者に帰属する四半期利益 81 78 △ 3
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セグメント営業活動に係る利益

１－２．2020年3月期第2四半期 決算概要（セグメント利益）

＜減収増益＞
ICTソリューション事業は、製造業、流通業向けを中心としたサーバー、
ストレージに加え、仮想化とセキュリティ分野におけるIT投資需要も
あり、順調に推移。モバイル事業は、消費増税及び料金分離プラン導
入前の駆け込み需要等もあり、順調に推移。電子機器事業はカードプ
リンター会社の前期での連結子会社化も寄与し、堅調に推移。

電子・デバイス

＜増収減益＞
航空・宇宙事業は堅調に推移。車両・車載部品事業は、中東向け取引
の停止により減益。

車両・航空

＜増収減益＞
食糧事業は、食品大豆・米取引は好調であったものの、水産飼料取引
が南米産魚粉価格の下落により苦戦。食品事業は、農産加工品取引が
引き続き安定した需要に支えられ堅調に推移。畜産事業は、疾病や相
場変動があったものの全畜種で堅調に推移。

食 料

＜減収減益＞
エネルギー事業は、国内取引を中心に堅調に推移した一方、鉄鋼事業
は、引き続き通商問題等の影響により低調に推移。油井管事業は、油
価低迷を背景に掘削需要が若干のスローダウン。プラントインフラ事
業も中東向け取引の停止により減益。

鉄鋼・素材・プラント

✔ 電子・デバイスセグメントで増益も、全体では８億円の減益
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１－３．2020年3月期第2四半期 決算概要（財務状況）

✔ 利益剰余金の積上げにより自己資本比率は上昇
✔ ネットＤＥＲは0.5倍台と引き続き健全な水準を維持

※1. 2020年３月期よりIFRS第16号「リース」が強制適用となったことに伴い期首に約169億円のリース負債を認識したため、増加しております。
※2. 自己資本は、資本の「親会社の所有者に帰属する持分」
※3. 自己資本比率＝自己資本÷総資産
※4. ネットDER＝ネット有利子負債÷自己資本

（単位：億円） 19/3月末
実績

19/9月末
実績 （単位：億円） 19/3月末

実績
19/9月末
実績

総資産 5,495 5,433 グロス有利子負債
（※1） 1,395 1,459

自己資本（※2） 1,252 1,287 ネット有利子負債 500 657

１株当たり自己資本 1,500円 1,541円 ネットDER（※4） 0.40倍 0.51倍

自己資本比率（※3） 22.8% 23.7%
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2. 2020年３月期 見通し



8Copyright (C) 2018 KANEMATSU CORPORATION. All Rights Reserved.

２－１．2020年３月期 見通し

✔ 期初公表見通し達成に向けて順調な進捗を見込む

（単位：億円） 20/3月期
2Q実績

20/3月期
見通し 進捗率

収益 3,570 7,400 48.2%

営業活動に係る利益 147 310 47.4%

税引前利益 142 300 47.4%

親会社の所有者に
帰属する四半期利益 78 170 46.0%
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２－２．2020年３月期 見通し（セグメント利益）

✔ 電子・デバイスセグメントが牽引し、鉄鋼・素材・プラント
セグメントも下期偏重であることから、順調に推移する見通し

6

（単位：億円） 20/3月期
2Q実績

20/3月期
見通し 進捗率

電子・デバイス 93 185 50.3%

食料 17 40 42.2%

鉄鋼・素材・プラント 18 55 33.5%

車両・航空 13 25 52.7%

その他 5 5 110.4%

合計 147 310 47.2%
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２－３．2020年３月期 見通し（サブセグメント利益）
セグメント営業活動に係る利益 見通し

貿易摩擦等の影響による相場の
変動も懸念されるが、堅調な畜
産事業に支えられ、概ね見通し
通りの着地を見込む。

工作機械・産業機械事業および
エネルギー事業の利益は下期偏
重であり、キャッチアップを見
込む。

仮想化とセキュリティ分野にお
けるIT投資需要が旺盛なため、
下期も順調な進捗を見込む。

下期も堅調に推移する見通し。

（単位：億円） 20/3月期
2Q実績

20/3月期
見通し 進捗率

ICTソリューション 52 104 50%
モバイル 37 67 55%
その他 5 14 34%

電子・デバイス部門 93 185 50%
食品・畜産 12 16 74%
飼料酪農・穀物 6 21 30%
その他 △ 1 3 -

食料部門 17 40 42%
工作機械・産業機械 4 18 23%
海外 8 19 44%
エネルギー・化学品 他 6 18 33%

鉄鋼・素材・プラント部門 18 55 33%
航空・宇宙 9 17 53%
車両・車載部品 2 5 32%
その他 3 3 87%

車両・航空部門 13 25 53%
その他 6 5 110%
合計 147 310 47%
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２－４．2020年３月期 見通し（配当方針）

✔ 総還元性向25～30％のレンジにて、安定的かつ継続的な配当を実施
✔ 2014年3月期から安定的に配当を継続し、今期は年間60円の配当を予定

株式併合後
60円配当

株式併合後
60円配当
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（注）見通しに関する注意事項
本説明会・資料における当社グループの今後の計画・見通し・戦略等、将来に関する
記載は、当社が現時点において把握可能な情報をもとに判断したものであり、
これらは様々なリスクや不確実性が内在しております。
従って、経営環境の変化、未知のリスクの顕在化、およびその他様々な要因により、
実際の業績等の結果は大きく異なる可能性があることをご承知おき下さい。
なお、表示の数値は、億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値・
増減額が一致しない場合があります。

2019年11月7日
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Appendix
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Appendix１－１．連結経常利益の推移（78／3月期～）
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最後の保有権益の売却

減損会計導入

繰延税金資産計上

財務体質の健全化を進めた結果、
含み損を一掃し、当期利益は安定して推移

Appendix１－２．連結当期利益の推移（00／3月期～）

future 135
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Appendix１－４．有利子負債とネットＤＥＲの推移
億円 倍
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※

※2020年３月期よりIFRS第16号「リース」が強制適用となったことに伴い期首に約169億円のリース負債を認識したため、増加しております。
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Appendix１－5．2020年3月期第2四半期 営業キャッシュフロー

億円
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Appendix２．兼松グループの事業概要

セグメント 主要な事業 主要取扱商品 主要グループ会社

電子・デバイス 半導体部品・製造装置 半導体・液晶パネルおよび製造装置、電子モジュール・部材 兼松エレクトロニクス
電子機器・電子材料 プリンタおよび関連機器、リチウムイオン電池制御用モジュール 兼松コミュニケーションズ
ICTソリューション・モバイル 情報・通信関連機器およびサービス、携帯通信端末、 兼松サステック

モバイルインターネットシステム・サービス 兼松フューチャーテックソリューションズ

セキュリティ機器 防犯カメラ、レコーダー等各種セキュリティ機器 兼松アドバンスド・マテリアルズ
食料 食品 缶詰・冷凍・ドライフルーツ、コーヒー、ココア、砂糖、ゴマ、 兼松新東亜食品

落花生、雑豆、ワイン、加工食品、調理食品 Kanemory Food Service
畜水産 畜産物、水産物 兼松アグリテック
穀物・飼肥料・ペット用製品 小麦、大麦、米、コーン、大豆、小麦加工食品、飼料、牧草、 兼松ソイテック

肥料、ペットフード、ペット用品
鉄鋼・素材・ 鉄鋼貿易 各種処理鋼板、シームレスパイプ Steel Service Oilfield Tubular
プラント 特殊鋼貿易 ステンレス、特殊鋼線材・条鋼 Benoit Premium Threading

国内鉄鋼・鉄鋼原料 鉄鋼製品全般、鉄鉱石、コークス 兼松トレーディング
原油・石油製品・ガス 原油、石油製品、LPG、排出権ビジネス 兼松ペトロ
機能性化学品、 リチウム電池原料、太陽電池関連部材、医薬品・医薬中間体、 兼松ケミカル
ライフサイエンス 機能性食品素材、栄養補助食品 兼松ウェルネス
プラント・船舶 各種プラント、ODA案件、光ファイバー、 兼松ケージーケイ

電力・通信プロジェクト、船舶、船舶用機材
工作機械・産業機械 工作機械、産業機械

車両・航空 兼松エアロスペース

KG Aircraft Rotables

車両・車載部品 二輪車、四輪車、車載部品、鋳鍛造部品、建設機械
新東亜交易

航空・宇宙 航空機・ヘリコプターおよび部品、衛星・宇宙関連製品
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Appendix３．主要連結子会社の状況（収益・営業活動に係る利益）

(単位:億円) 事業 持ち分 19/3月期 2Q 20/3月期 2Q

内容 比率 収益 営業活動に係る
利益 収益 営業活動に係る

利益

兼松エレクトロニクス ICTソリューション 58.28% 329 48 352 52

兼松コミュニケーションズ モバイル 100.00% 626 31 596 37

兼松サステック セキュリティ機器等 52.89% 61 4 65 6

兼松新東亜食品 食品・畜水産 100.00% 138 1 152 1

兼松アグリテック 飼料酪農 100.00% 61 1 53 1

兼松トレーディング 国内鉄鋼・鉄鋼原料 100.00% 50 2 45 1

兼松ケージーケイ 工作機械・産業機械 97.90% 47 8 47 4

兼松ペトロ 石油製品・ガス 100.00% 92 1 89 3

兼松ケミカル 機能性化学品 100.00% 22 3 25 4

新東亜交易 商社 100.00% 201 10 218 10

Kanematsu USA Inc. 海外現地法人 100.00% 549 13 544 10
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Appendix4－１． セグメント情報（電子・デバイス）

営業活動に係る利益
億円

ICTソリューション事業は、製造業、流通業向けを中心とし
たサーバー、ストレージに加え、仮想化とセキュリティ分野
におけるIT投資需要もあり、順調に推移。モバイル事業は、
消費増税及び料金分離プラン導入前の駆け込み需要等もあり
、順調に推移。電子機器事業はカードプリンター会社の前期
での連結子会社化も寄与し、堅調に推移。

20/3月期2Q 実績

ICTソリューション事業は、順調に推移する見通し。
モバイル事業も業界環境に注視する必要はあるが、概ね
順調な推移を見込む。

20/3月期 見通し
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収益 1,278 2,655 1,268 2,700 ▲ 9 ＋ 45

営業活動に係る利益 81 185 93 185 ＋ 12 ＋ 0
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Appendix4－２． セグメント情報（食料）
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見通し

営業活動に係る利益億円

食糧事業は、食品大豆・米取引は好調であったものの、水産
飼料取引が南米産魚粉価格の下落により苦戦。食品事業は、
農産加工品取引が引き続き安定した需要に支えられ堅調に
推移。畜産事業は、疾病や相場変動があったものの全畜種で
堅調に推移。

20/3月期2Q 実績

米中貿易摩擦による相場変動が懸念されるが、畜産事業を
中心に堅調に推移する見通し。

20/3月期 見通し

(単位:億円)
19/3月期 20/3月期 増減

２Ｑ実績 通期実績 ２Ｑ実績 通期見通し ２Ｑ実績 通期

収益 1,216 2,449 1,275 2,500 ＋ 59 ＋ 51

営業活動に係る利益 24 40 17 40 ▲ 7 ＋ 0
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Appendix4－３． セグメント情報（鉄鋼・素材・プラント）
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見通し

営業活動に係る利益
億円

エネルギー事業は、国内取引を中心に堅調に推移した一方、
鉄鋼事業は、引き続き通商問題等の影響により低調に推移。
油井管事業は、油価低迷を背景に掘削需要が若干のスローダウ
ン。プラントインフラ事業も中東向け取引の停止により減益。

20/3月期2Q 実績

油井管事業は、堅調に推移する見通し。
工作機械・産業機械事業やエネルギー事業は、下期回復の
見込み。

20/3月期 見通し

(単位:億円)
19/3月期 20/3月期 増減

２Ｑ実績 通期実績 ２Ｑ実績 通期見通し ２Ｑ実績 通期

収益 681 1,394 625 1,500 ▲ 56 ＋ 106

営業活動に係る利益 28 44 18 55 ▲ 9 ＋ 11
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Appendix4－４． セグメント情報（車両・航空）
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見通し

営業活動に係る利益億円
航空・宇宙事業は堅調に推移。車両・車載部品事業
は、中東向け取引の停止により減益。

20/3月期2Q 実績

航空・宇宙事業、車両・車載部品事業ともに堅調に
推移する見通し。

20/3月期 見通し

(単位:億円)
19/3月期 20/3月期 増減

２Ｑ実績 通期実績 ２Ｑ実績 通期見通し ２Ｑ実績 通期

収益 339 621 340 600 ＋ 1 ▲ 21

営業活動に係る利益 18 25 13 25 ▲ 5 ＋ 0
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